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c)価 格

現 在 の タ イプ ライタで も多 少高 価 す ぎる。 ブ ラ ウン管 や ラ イ トペ ンを用 い る もの は学 習

端 末 と しては 更 に低 廉 に な らなけ れ ば本 格 的需要 は 出 な いで あ ろ う。

d)デ ー タの保 存性 ・

タ イプ ライ タ以外 は消 え て しま うの で好 ま し くない。 近 年COMと 呼ば れ る ハ ー ド・コ

ピ ー の とれ る電 子 計算 機用 出力装 置 が 出始 め てい る が,そ の発達 に期待 した い。.＼.

e)入 力形式 、

人 間が端 末 か ら入力 す る場 合,タ イプ ライ タの キー ボー ドか ら入力 す る方 法が 多 い が,

日本 人 は特 に タ イプ ライ タを叩 く習 慣が 薄 い ので 不具 合で ある。 出来 るだけ手 書 きで 入れ られ る

こ とが望 ま しい。

(5)入 間 と機械 の インターフェイス と して

従 来 か ら教 育 は教 師 が学 習者 に教 え て来 た。 近 年教 材 が 多岐 多様 に な り,か な り豊 富 に な一つ

た とは 言 え,教 師が 授業 の 中心 で あ り,学 習者 との 情報 交換 は殆 ん ど教 師 と の間 で行 なわ れ て来

た。即 ち人 間 と人間 との 情報 交換 で あ った。

CAエ の場 合 に は電 子計 算 機 が表 面 に 出て,・学 習 者 と計 算 機 が端 末機器 を介 して情 報 交換 を行

な うの で あ るか ら,端 末機 器 は学 習 者(人 間)と 電子 計 算 機(機 械)の 間 の情 報 交 換 を と り持 つ

インターフェイス ・デ バ イス と して考 え なけ れば な らな い。

電子 計 算 機 の方 で も最 近 人 間 と機械 の間 の 情報 交 換装 置 と しての端 末装 置 の性 能 が問 題 に な っ

て来 たが,比 較 す る前例 は 無 か った。 しか る にCAエ の場 合 は冒 頭 に述 べ た よ うに従来 の授業 が
/

人 間対 人間 の情 報交 換 で行 なわれ て い たの で,端 末 機器 の情 報 交 換用 イフ タニフェィス・デ バ イス

　　 　 　ヘ トロ

としての性能は直接人間対人間の情報交換のス◇一スさと比較される。即ぢ「要求される目標性

能の水準が素晴 しく高いことになり,そ の結果不十分な点が多数指摘されている。

主な点を列挙すると次のようになる。

(D発 声 ・聴覚系による情報交換機

人間対人間の情報交換に最 も広 く使われる情報交換方式であるが,現 在の技術では電子計算

機の力を借りて音声を合成,発 生することは一応可能であるが,入 の言葉を聴き分ける能力は未

だ殆んどないと言 って良い段階である。CAエ において必要なのは機械から入間ぺの情報伝達で

問題の説明などの予め用意されたものを音声で出せば事足りる場合が多い。(次 に述べる音声識

別の方が十分進歩 し,且 つ電子計算機による自然語の処理能力が著 しく向上しないか ぎり,予 め

用意 した内容の音声化で済むことが多いであろう)。 したが うて録音テープの再生とか,フ イル

ムに録音された音声の再生で済み,大 雑把に言えば現在の技術で一応間に合うであろう。

逆に音 声 認 識 の 方は 未 だ基 礎 研究 の段 階 で ある。 ただ し,CAエ の場 合 に は必ず しも100%

///'
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自然 語が 認 識 出来 な くて も 「正 しい」 「間違 ぼ」 な どの予 め指 定 した簡単 な限 られ た用 語 の認 識

が 出来 る だけ で も,今 日多 く使わ れ てい る押 釦 や タ イプ ライ タに よる学 習 者 の回 答 よりは優 れ て

い る こ とが多 い ので,十 分利 用価 値 が ある で あ ろ う。

概 括 的 に言 って 発 声 ・聴覚 系 に よる情 報 交換 技 術 の未 発達 はCA工 用 人間機 械 シ ステ ム の情 報

交 換 に著 しい障 害 とな つ1てお り,CA工 開発 の ハー ドウエア面 で の最 大 の難点 と され て い る。

⑩ 視 覚 系 に よる 情報 交換

学 習 者 が書 い た(叉 は 印刷 した)文 字 や図 形 を電 子計 算機 側 で読取 る技術 は 近 年 急速 に進 歩

した。 文 字 に関 しては タ イプ ライタ な どで 印字 した ものな ら大雑 把 に言 っ て何 とか 読 め る段 階 に

来 てい る。 しか し,OAエ の場 合 には タ イプ印 刷文 字 が読 める こ とは あ ま り重 要 で は な い。 と言

うの は タ イプ ライ タを使 うな らキ ーを コー ド化 して直 接電 子 計 算機 に符 号 と して 入 れ る のが 常識

で あ り,学 習 者 が タイプ ライ タを 使わ ねば な らぬ こと 自体 が 不満 で あ る。

手 書 き文字 の 認識 も書 き方 に制 限 を つけ れ ば 相 当読 め る段 階 まで来 た ので,学 習 者 側か ら文 字

で 入 力 した もの を電子 計 算 機 が識 別 す る こ とは射 程 内 の技 術 と言 えそ うで あ る。

図 形 の 識別 は図 形 の変 化 が多 いの で簡 単に は ゆか ない。 円や直 線 等 な ら良い が,図 形 の持 つ意

味 の 把握 は 極 め て困 難 と言 え よ う。 ただ し,CAエ の場合 には予 定 してい る図形 の 特徴 の当否 を

判 断 す るだ け で済 む ことが少 く左い ので,そ れ らの用 途 には 近 く実用 出来 るで あ ろ う。

電 子 計 算 機 側か ら学 習 者 への 文 字,図 形 の描 出技 術 は タイプ ライ タ,ス ライ ド,ブ ラ ウン管 な

どで 一 応 整 って いる。

⑩ 触 覚 に ょる情 報交換

タ イプ ラ イタに代 表 され る触覚 的 情 報交 換 機 能 は十 分満 足 され る段 階 に あ る。 たYし 入 間 は

触覚 に よ る情 報交換 には 適 してい な いの で,こ の種 の情 報 交換 機器 が完成 され て も 「入 間 と機械

の情 報 交 換 が ス ムー スに なった 」 と言 う実感 は持 て ないで あろ う。 しか し,現 在 のCAエ は殆 ん

ど この機 能 の 力 を借 りて成 立 って い る。

qv)情 報 の理解 能 力

上 に述 べ た(D～ ⑩ の 各種 情 報交 換 機能 は電 子 計 算機 に情 報 を入れ るま で の話 で あ って,入 っ

て来 た情 報 を電 子計 算 機 が始 末 出来 るか 否 か に は関係 な い。

す なわ ち,こSで 注 意 を要 す る のは,「 電 子計 算 機 が文 字 を認 識 した」 と言 うこ とと,「 文 字

で表 現 され た文 章 の 意味 を理解 した」 と言 うこ と とは大 違 いで,文 字 を識 別 出来 たか らと言 って

学 習 者 の書 い た回答 を計 算 機 が 読み こな し,人 間 同 志 の筆 談 に相 当 す る形 式 でCAエ を進 める こ

とが 出来 る訳 では な い。 文章 の 意 味 の把握 は未 だ模 索段 階 で あ る。

6!)綜 合 機能 の開発"

既 に 述 べ た よ うにCA工 端 末機 器 と して は 聴覚,視 覚,触 覚 等 に訴 える装 置 の 開発 が夫 々進
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め られ なけれ ば な らない が,人 間 と機械 の インターフェイス と しては それ らの綜 合機能 も重 要 な要

素 で あ る。 即 ち,ス ライ ドを見 せ な が ら声 で説 明す る。 しか も要求 が あ れば ス ラ イ ドの図 はそ の

ま まで再 度 声 で 説 明す る。 とい うよ うに各 種 機能 を組合 わ せ る必要 が ある。

更に,人 間 は単 一 の感 覚 器 の み に 刺激 を与 え る よ りも,適 当 な組 合 わせ で数 種の 刺激 が あ る方

が快 適 で あ り,学 習効果 もあが る こ とは パ ・ク グ ラウン ド・ ミゴ ジックの効 果 か ら も判 るで あ ろ

う。

こ元)よ うな端末 機 の人 間工 学 的 綜合 設計 は心理 学 的,あ るいは生 理 学 的要 素 が入 る の で困難 な

・問題 で ある が
,必 ず これ か らや らねば な らぬ問 題 で ある。

6・4開 発 費 の 問 題

㎏

句

電 子 計 算機 の価 格 は 他 の教 育,特 に授業 に 使 う教 材 に比較 す る と相 当 高価 で あ り,例 えば 約

30人 の学 習者 の同 時学 習 を前 提 とす る通 産 省 の新 機械 普 及事業 の システ ムで もハー ドウェア ・

コス トが約2億5千 万 円 に上 って い る。 このほか 約6,000ス テ ップの学 習 プ ログ ラム 開発 費,

'そ
の他で 約1億 円 余 分 に必 要 に なる。 しか もこの程度 の 開発 で は甚 だ不 十分 で,や っと歩 き出 し

た程 度 に 留 ってい るo

この例 が示 す よ うに,CAエ の 開 発に は相 当多 額 の経 費 が必要 で ある ことは否 定 出来 ない。 し

か しなが ら,若 し将 来 タ イム シ ェアに よる公共 情 報 サ ー ビスが 普 及す れ ば ハー ドウ エア ・コス ト

の相 当の 額 が公 共 投資 と して 利用 で きる ことに な り,コ ス トダ ウンが 期待 され るで あ ろ う。

従来CAエ の経 済性 を論 ず る場 合 に は,CAIの た めに要 した ハ ー ドウ ェアな らび に ソフ トウ

エアの経 費 と教 師 の人 件 費 ,教 材 費等 とを比較 す る方 式 が とられ る こ とが多 か った。 そ してCAエ

の 場 合 には教 師 に よる教 育 に 比べ て短 時間 に同一 レベ ルまで教 え る ことが 出来 るの で,教 育期 間

が短縮 され る ことに よって 生 ず る経 済 効果 を推 定 して1人 当 り教 育費 か らそ の分 を差 引 き,CAエ

の 経済 的裏 付 け に す る場 合 が 多か った。

この種 の考 え方 は教 育 に よ つて達成 す る 目標 が簡 明 な企業 内教 育(例 えば 航 空機 の操 縦 とか 旋

盤 の取扱 など を教 えた りす る)の 場 合 に成 立 つ こ とが多 い。 しか し,一 般 教育 の よ うな広 汎 な教

育 目標 を追 求 す る場 合 に は多 くの疑 問 が残 るで あろ う。 ことに この 様 な考 え 方 も勿論 一理 あ るが,

これで は 多額 の開 発 投 資 を正 当化 す る には不 十 分 な場 合 が多 く,開 発投 資 意欲 を減退 させ る とま

で は ゆか な くて も,こ れ を促 進 す るには十 分 とは言 い難 い。 開発 費 が 高 い こ とが決 して前 向 きの

要素 で ない こ とは事 実で あ る。 しか し,こ れ が果 して不 当に 高い か 否 か には疑 問 が あ る。

元 来教 育は短 期 的 視野 の下 に コ ス トバ ラ ンスを考 え るべ き もので は無 く,将 来 の国 民 あ る いは

民族の発展を願っての先行投資であるから,現 在教師に任せている集団教育の欠点を補 ない,個
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t人 の 才能 を 伸す た めの教 育 が 可能 な らばCAエ に 多少 の経 費 を投 じて も文 部 省予 算 か ら家庭 の教

育 支 出 まで を含 め た国全 体 での教 育投 資額 の 中で考 え て十 分手 の扇 ぐ額 で 収 ま るで あろ う。

む しろ問題 なの は,従 来 の教 師 に よる授業 と電 子計 算機 を導 入 した授業 とに本 質 的 な教 育上 の

差異 を求 め得 るか否 か に かか つ てい るので あ らろ。 この点,従 来 の教 育 そ の もの の欠点 が 問題 で

あ るが,例 えば キ メの 細か い教 育 に関 す る個 人 別 デ ー タの整理 一 つ を取 上 げ て み て も電 子計 算 機

無 しでは 不可 能 な ことは 明 かで あ るか ら,電 子 計算 機 の導 入 に よ り教 育 の質的 な高 ま りが期 待 出

来 るこ とは間 違 い だい で あ ろ う。

極言 す れ ば,電 子計 算 機 の 導 入 に よ り従来 の教 師 に よる授業 では不 可 能 な こ とが可能 に なる こ

とを考 える と開発投 資額 の 多少 の 増加 よbも,ど れ だけCAIに よ つて教 育 の 質的 向.上が 実現 出

来 るかX'問 題 で あ る。 残念 なが らCAエ は未 だ実績 に乏 しい の で,こ の答 を的確 に数量 的 に示 す

こ とは 出来 ないが,開 発投 資に価 す る課 題 で あ る こ とは 間違 い あ る まい。

なむ,わ が国 の教 師 不足 か ら来 るそ の質 的 低下 の対 策 などか ら もCAエ は 当 然期 待 に答 え得 る

もので あ ろ う。

,

●

6・5開 発 体 制 の 問 題

CAエ の 開 発は教 育 研究 者,電 子工 学 研 究 者,エ レク トロ=・.aス の メー カ,教 育実 務 者(教 師)

教 育行 政 担 当者 等 が一 丸 とな つ て推 進 しなけ れば 実 現 出来 ない。 一

日本 の現 状 で言 えば電 子計 算 機 を 中心 とす る電 子技 術 関係 者 は非 常 に ア クテ ィブであ り,メ ー

カも教 育業 界 に比べ れ ば大 規 模 で且 つ新 技 術 の開 発 意欲 が強 い。 しか しなが ら教 育関係 は産業 的

に は未 熟 で あ り,教 育 研究 者 や 教 師 の側 は 研 究 開発 投資 に関 して は電 子 産業 界に 比 べ る と必 ず し

も恵 ま れて い ない。

この 両者 は 従来 殆ん ど交 流が 無 か っ たた め,CAエ の開 発を 進 め るた め には 新 た に開 発体 制 を

確 立 す る必要 が ある。

特 に早 急 に着 手 すべ き問 題 と して,学 習 プ ログ ラムを 作 り,且 つ 実地 に この プ ログ ラムで教 育

してみ る。 さ らに,そ の結果 を フ ィー ドバ ック して学 習 プ ログ ラ ムを洗練 さすた めに現 場 の教 師

が早 くCAエ に手 を染 め る など,学 習 プ ログ ラムを 作製 す る人 口を増 や す 必要 が ある。

また,こ の よ うな努 力 を効果 的 にす る た め には現 場教 師 に学 習 プ ログ ラムが 作 り易 い よ うなC

A工 言 語 の開 発 と,出 来 た学 習 プ ログ ラ ムの蓄 積が 可能 なた め にCA工 言 語 を 標準 化 してお くこ

とが必 要 で あ る。 研究 途 上 にあ るCAエ の言 語を如 何 に してCAエ の進 歩 に マ ッチ させ つつ 標準

化 して ゆ くか は,CA工 人 口を増 加 さす こ と と共 に困難 な課題 の一 つ で あ ろ う。

ま た,日 本 独 自の問題 と しては,教 育 制 度上 文 部 省の果 す役 割 が非 常 に大 きい ので,CAエ に
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対 して もそ の辺 の飾 的 なバ ・クア7・7'が得 られlthと ・A・ の 巾広 噸 識 発達 睦 めlt、.,
。

ま た・ こ撫 く しては ・A・ も企業 内教 育 以外 鮒 実 施 の場 が得 られ ず
,従 。て ・A、 のf申び も

大 して期 待 で きない で あ ろ う。

敵OAエ は世 界的 観 て も未 だ醗 途 上 に あb,国 際的 な協 力 開発 体 制が 出来 れ ば単va,A

エそ の もの の進 歩 のみ で な く・ そ の効果 を全 人類 的 に 及ぼ す うえで も働 て駒
で あろ う。

(野 田 委 員)

、

令
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z CAエ の 現 状 と 将 来

来 来 開 会 の 挨 拶X来

(CAエ の今 後 を さ ぐる)

一司 会 野田 委員 長 一

情報 処 理 技 術動 向調 査 委員会 で はCAエ の現 状.teよ び将来 の展望 な ど の 問題 につ いて・ こ

れ ま で検 討 して ま助 ま したカ～ そ の と りま とめ としま して現 在生 じてい る問 題 ある岨 今 後

問題 とな る ・ と,さ らに将 来 どの よ う な ものを開 発 してい くか,と い つた ・ とにつ きま して調査

報 告 を出 す こ とに な りま した。

申 し上 げ るまで も劫 ません がCA・ につ い ては,ぽ いろい ろ な論 議 がの こ され て お りま す・

た とえ ば コ ン ピ ュー タひ とつ とり あげ て み ま し て も,そ れが い ったい ど こま で 伸び る のか・ とい

うと ど じた いが判 って お りませ ん 。 この よ うにCA工 は非 常 に難 しい面 が あ ります。

そ こで き ょ うは 「CAエ は 将 来 ど うな つ てい くの か 」 「い った い どうい うと ころが 問題 に な る

のか 」な どにつ きま して,各 方 面のCAエ に造 詣 の深 い方 々・にお集 りい た だ きま して・ 忌揮 な く

お話 し合 って頂 き,CAエ の今 後 の方 向 を さ ぐ つて ま い りたい と存 じます。

この 章 は 「CAIの 現状 と将 来 」と題 して昭 和45年5月26日 に 開催 され た 座談 会 の 記録 を ま

とめ た もの で あ る。 座談 会の 出.濡者 は 次 の とお りで ある。
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7・1 CAエ に 関 す る意 見

未 未 新 しい教育理 念の確 立 こそ急務)KX

－矢 口 講師 －

CAIの 実 体 を把 握 す る

現 在CAエ とい うこ とが,い ろい ろ と りざ た され,そ の こ とば も大変 流行 してい る わけ です

が,ど うもそ の実 体は よ くつか めて いな い よ うに思 い ます。

これ を紹 介 す る学 者 もまたす くな ぐは ない ので す が,現 実 には なかな か思 うよ うな ものが つ く

れ ない,と い うのが 実 状 の よ うです。

い ま の 日本 のCAエ の実 状は
,い ろい ろな 面で あ ま りに も貧 困す ぎる。 で す か ら私個 人 の感 じ

か ら申 します と,い ま ここで こ うい う座 談会 を もつ こ とは,い さ さ か時期 尚早 の感 じが いた しま

す。

た だ い ま 日本 のCAエ の現 状 は 貧困で ある と申 しま したが,そ の例 としま して,い ま問題 とさ

れ て お ります,お 金 の 面で あ ります。

しか し,金 が か か るの は,い ず この 国 もteltじ で豊 か な国 だ けがCAエ を開発 す る とい う よ う

な もの では ない と思 い ます。

さ ま ざ まの 国が そ の実 状 に応 じて新 しい 分野 を開 拓 してい ます。

そ うい う点 で わが国 では なに か基本 的 な ものが 欠 け て い る のでは ない カ㌔ とい う気が します 。

そ れ につ いて は,い ろ いろ あげ られ ますが 私は なか で も 日本 の教 育 者 一学 校教 育 に 携わ る人 ばか

りで な く産業 界で教 育 に 関係 してい る人 を もふ くめ て で すが 一そ うい う人達 の 「教 育 」に対 す る

考 え方 が マ ンネ リ化 して い る こ とが 第一 番 に あげ られ る ので は ないか と思い ます。

そ れを も っ と具 体 的 に 申 します と,日 本 の教育 とい う ものは百 年 来 ど うも 「話 をす る 」こ と
,

・い ま は や りの こ とば でい うと 「情報 を伝 達す る 」 とい う考 え 方で あった と思 い ます。

最 近 の ア メ リカ の新 聞で ある教 授が 書 い た もの をみ てみ ます とOAIの 特 色 の第 一は,

七〇correcterrorで あ る とい って い ます。

わが 国 で 一般 に いわ れて い る こと とは ニ ュア ン ス の違 ったい い方 を してい るわけ で す。 ・

私 自 身 も以 前か ら,そ の よ うに考 え て い ま した ので,な るほ ど,う まい こ とをい った もの だ と

思 ったわ け で あ りま す。

教 育 とい う ものは話 してや る とか情 報 を伝 達 す る とい うと とで は な くて 人間 の行 動(心 理 行 動

もふ くめて)の 仕 方 を正 して い く,と い うこ とで は ないか と思 うの です。

それ はた りない とこ ろ を補 な ってや る,と い うい い方で もよ いで し ょ うし,あ るいは 違 ってい

る の を直 して や る,と い うい い方 で も よい と思 い ます。 極 端 な い い方 を します と,生 ま れた ばか

◆

`
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りの赤ん 坊 には ま った く人間 と して の行動 の規 範が ない状 態 一お とな の 目か ら見れ ば,ま った く

間違 いだ らけ の状 態 一で あるわ け です 。 そ れを だん だん と人 間 らし く正 してい く。 正 してい くた

め には なに かを や らせ,そ れを 見 て 直 して い く,そ れが教 育 で は な い か と思 うのです。

そ の よ うな基 本的 な考 え方 が い まの 日本 の教育 者 に 欠け てい る ので は ない か と思 い ます。

それ が 欠 け てい るた め に最近 よ くいわ れ る ところ の プ ログ ラム をつ く り直 す,と い う考え 方が

で て と ない の では ない か と思い ます。

ダ イ ナ ミ ック な教 育 は コ ン ピュー タ利 用 に よって 可能

この プ ログ ラム をつ く り直す,と い う根 本 に ある考 え方 は生 徒 に 行動 をや らせ,そ の行 動 を直

して や る とい う考 え方 を た てて そ の方 向に プ.ログ ラム をつ く り直す,と い うこ とです 。 です か ら

プ ログ ラム ・テ キス トに なっ た もので も必ず なにか ある具 体的 な事 実 を 自分 で判 断 し,処 理 を し

なけれ ば な らない。

その よ うな こ とが あ るた め に それ を直 す 必要 が お こっ て くる。 も し直 す 過程 で間違 ってい た ら,

も うい ち どや り直 す とい う形 を とる。

それが も っ と大 勢 の生徒 を相 手 に,ご く少数 の先 生 で教育 しなけ れ ば な ら な い とい うと とに

なる と,そ の直 してや る とい う,い わ ば先 生 と生 徒 の間 の は な しの交換 の なかに,た ん にこ とば

だ けで な く行 動 を もふ くめた 広 い 意味 で の対 話 を,も っとダ イ ナ ミ ックに能率 的 に行 な う必要 が

で て くる。

そ れ には ど うす れ ば よい か,と い うこ とを考 えた場 合,必 然的 にCAIの 必要 性 が 生 まれて く

る。 そ してま た,そ の なか にコ ン ピュ ータ を活 用 し,そ の力 を借 りよ う とす る考 え方 が 当然 お こ

って くるわ け です 。

基 本 的 な フ ィ ロソ フ ィを ふ まえ て

z

これ は 基本 的 なフィ ロソ フ ィだ と思 い ますが,そ れ が 日本 の現 状で は欠 け てい る よう に思 い ま

す。

ア メ リカや ヨー ロ ッパ に むい て も実 践面 で これが欠 け てい る とい うこ とを学 者 が指 摘 してい ま.

す。 そ してCAエ とい うもの もそ の よ うな基 本的 な フ ィロソ フ ィをふ まえ なけ れ ば な らない こ と

を と くに強調 して い ます。

　 　

そ れ を ヌ キに して はか え って 人 間 に害 を あたえ るこ とに なる とい うこ とを警告 して い ます 。

私 はOAエ を 考 え る基 盤 と して,そ うい う基本 的 な こ とが らを 考え る と とが 非 常 に大 事 な,そ
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して よ り根 源 的 な こ とで あ る と思 い ます 。CAエ の発 展 や展 開 とい うこ ともそ こを 出 発点 と して

語 られ'るべ きで あ る と考え ます。

そ のへ ん の堀 り下 げが 不 足 して い る とと ろに 日本 のCAエ を い まひ とつ 発展 させ ない 大 きな 原

因が ある と思 うのです。

教 育機 器 の利 用 どそ の 根底 に潜 む もの.

■

こ こで具 体的 に 日本 の教 育 界 の動 きを み てみ ま す と,い わ ゆ る機 器 の利用 とい うこ とが 非 常 に

叫 ば れて い る。 しか し,そ れ は学 習者 の集 団 に 対 し教 師が 話 してや る とか情 報 を伝 達 す る とい う

なかで の道具 として だけ しか使 わ れて い ない。 です か らテス トを も っ と上 手 に や るた めに とか,

教 師 の労 働 を軽 減 す る た めに とか い う考 え方 で しか教育 機 器 は入 って とない。

機 器 の導 入 とい うこ とが きわ め て安 易 に考 え られて い る のです 。CAIが い ちば ん 問題 に して

い る,ひ と りひ と りの行 動 を 正 して新 しい行 動 を つ くり上 げ て い ぐとい う ところ には い た ってい

な い とい うのが 実状 で すo

こ の よ うな状態 では 日本 の教 育 は将 来 正 しい方 向に進 め ない ので は ない か とい う危惧 を非 常 に

強 く持 た ざ るを得 ませ ん 。

したが ってCAエ を 推進 して い こ う とい うので あれ ば,機 器 の必要 性 とい うこ と も相 当深 く掘

り下 げ て検 討 さ れ るべ きでは な い か と考 え ます。

戦 後 の学 校教 育 のなか で 視 聴 覚教 材 が と り入 れ られ,教 育が 近 代 化 した,と いわ れて い ます け

れ ど も,そ の よ うな 意味 で あ ま り近 代 化 した とは いえ ない ので は な いか,と 私 は思 い ます。

CA'エ を 受 け入 れ る体 制 つ くb

そ の よ うな なかでCAエ は 金 がか か る,金 が か か るか ら学 校教 育 には な か なか と り入 れ られ ない

とい うよ うな こ とが い わ れ る。

ところが 実 は 高い か ら,金 が か か るか ら入 れ られ ない,と い うの では な・くて,そ うい うこ とに基

づ い て教 育 をす る とい う体 制 が で きて い ない,と い うのが ほん と うな ので は ないか と思 い ます。

学 校教 育 でい い ます と,た とえ ば教 員 の養 成 の問題 か らは じめ なけ れ ば な りません 。

そ うい う ものが着 実 に 積み 上 げ られ てい ない とCAエ は将 来 順 調 に 伸 びて行 か な い だ ろ う,と 思

い ます。

この ような考 え方 に た ち ます と,わ れわ れ が これか らや らね ば な らぬ ことはOAIと い うものを

ど う使 って,ど うい う もの に して い くか,と い う基 本 的 な研 究 で あ りま す。

`
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CAエ シ ステ ム利 用 への 段 階

、、

ここで 海外 の研 究 の歴 史 をみ てみ ます と,ア メ リカでは10年,イ ギ リス におい て もわれわ れ

の5倍 ぐ らい の キ ャ リア を もってい ます。 そ の研 究 の段 階 としま しては二 つ あ りま して第 一 に実

験 的 な研 究 の段階 です。

これは た とえ ば 私 ど もの能 力開 発 工学 セ ン タ ーに おけ る場 合 で す と,実 際 に コ ン ピュ ータが ど

ん なふ うに使 え るだ ろ うか,逆 に いえ ば コン ピ ュータ に使 われ なが らどん な と とが で き るだ ろ う

か,と い うこ とを2年 ばか り模索 して まい りま したが,そ こか ら将来 とん な こ とが で きそ うだ と

い うこ とを見 出す 三そ うい う段階 で す。 これ を も っ と多 くのグル ープが や っ てみ る とい うこ とが

必 要 ですo

アメ リカで は,そ の よ うな プ ロジ ェ ク トが す で に80ぐ らい,イ ギ リス で も20ぐ ち いで きて

お りま すo

第二 に は,現 実 の問 題 と して実 際 にそ うい う ものが 入 って きた と き,教 育 が ど う変 わ るか,と

い う♪ 一夕ル ・シス テム 研 究の段 階 で あ りますo

o

進 度 差 は 当 然 に 表 れ る(ス タ ン フ ォ ー ド大 学 の 実験)

とか くCA工 に 関 し,と くに プ ログ ラム学 習に 対 して,あ れ は 非常 に具 合 いが 悪 い,あ れ で・や

る と生 徒 の進 度 差 が めい め い変 わ って しま う,
、とい うよ うなこ とを8～9割 が た の先 生 がみ な一

様 に い って お られ ますが,こ れ はだ い た い話 と して非 常に おか しな こ とで して生 徒 の個 人差 とい

うこ とを考 え れば進 度 差 は当 然 あ らわ れ るぺ きもので,あ らわ れ る のが具 合 いが 悪 い とい うので

あれ ば,そ もそ も現在 の教 育が 生 徒 の個 人 差 を考 慮 して いない,と い うこ とにな る ので は ないか

と思い ますo

進度 差 の問題 につい て は1968年 か ら69年 にか け ての スタ ン フ ォー ド大学 で のお もし ろい

研 究 が あ りますo

これ は小学 校 の1年 か ら6年 まで の児 童 を対 象 に数 学 だ け につ いて1・年 間 実験 学 級 を設 け,一

方 は プロ グ ラム ・テキ ス トだ け,も う一 方 はOAエ の機 器 を1日15分 全 部 の 児童 に つい て使 っ

てみ た わ けで すoこ れ は たん に ドリル だ けで 要 す るにtocorr6cperrorで あ ります 。

answerが 出 た ら,す ぐにそ れ を 直 し てや って,ピ ろ いう な ケー スの 間違 い を 集計 し,ざ ら

に基 本 的 な た りな い と ころを教 え て や るo

こ の よ うに ド リルを 中心 と した プ ログ ラム で実 際 に実験 を行 な い,そ の進 度 の ちが いで評 価 を

した わけ ですo
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そ の結果CAエ を使 ら ます と1年 半 か ら2年 半 ぐ らい,プ ログ ラム ・テ キス トを使 うと半 年 か

ら1年 ち ょっ と ぐ らい進度 が 早 ピ,と い うこ とをい ってい ます。

単純 に考 え ま して も6年 の もの を2年 間短 縮 で き るか ら1/3の 時間 の節 約 とな りますb

この時 間 を どの よ うに利 用 す れ ば よい か とい い ます と
,さ らに学 習 の レベ ル を上げ るため に使

って もい い です レ また教 師 と生 徒 の交 流 の場 に す る とか
,あ るい は実 習や実験 に あて る とかい

ろい ろ と考 え られ るわけ で す。

海外 で は ζの よ うに ユ ニ ー クな研 究が す でに行 なわ れ てい ますo ■

P 安易な導入は危険

こ うな って きます と,い ま現 に行 なわ れてい る もの とは
,は っ き りと違 った形 の 教育が あ らわ

れて きますo教 科 書 のほ う も当 然い ま の もの とは違 っ た形 の もの に変 わ って きますo

そ の よ うな 見万 にた ちます と,CAエ が い った い どの よ うに使 わ れ てい くのか
,と い う基本 的

な問題 は これ か らまだ まだ 研 究 して い かな けれ ば な りませ んo

これ をい いか げ ん に してCAエ を採 用 してみ た と ころ で か え っ て混乱 を増 す ば か りで
,ほ ん と

うに教育 を革 新 す る とい うこ とにな りませ んo

新 しい教 師.教 育 を育 て る

この基 礎 的 な試 験 研 究 の 間 にCAエ を こ な しズい け る 教師 を養成 してい か なけれ ば な りませ ん
。

私 の ところ で実 際 にCAエ を使 ・て み て,シ ステ ム を つ くる と ころか ら評 価
,修 正 とい う とご

ろ まで全 体 として 考え てみ ます と,い まの教 師 や教育 者 の や って い る仕事 の大 部分 は どこに も入

らないoシ ス テム を つ くる こ とei,い まの教 師 や教 育 者 には で きな い し
,ま してそ れ を用い て 治

療 し診断 し,そ の結 果 をつ か む,あ る いは 教 材 を評 価 し,修 正 す る,と い うよ うな亡 とはで きな

馬

は た して この よ うな状 態 で い い ものか ど うか
,ま こ とに 深刻 な問題 だ と思 うので す0

これ まで の伝統 的 な教 育観 ではOAエ を評 価 す る ことは で きな くな って きて い ます
。

したが っ て,CAIに ふ さわ しい新 しい教 育 の 基本理 念 を確 立 し
,そ れに合 わせ た教 師 な り教

育者 をつ くるか ど うかが,わ が 国 の教 育 の将 来 を左 右 す る の では ないか
,と 思 います。

4

`
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〉

来 来 研 究の一本化,体 系化 を推進 米 ・米

(CAエ に対 す る文 部省 の 構想)

一岡本 講 師 一

まず 私 自身 の立 場 か ら申 します と私 は文 部省 の なかで コ ン ピ ュー タの管 理 や運 営 に あた って お

りま して直接 にCAエ とか教 育工 学 を 主管 して い るわ けで ほ あ りませ ん。

私個 人 として はOAエ につ い て 関心 を もって い ます カ～ 省内 に は ま だそ うい?も の を主 管す る

機 関 ま たは課 は で きて お りませ ん。

そ う6う 意 味 か ら申 します と文 部 省 は遅 れ て い る,と い うこ と もい える か も しれ ません,o

実験校22校 を指定

文 部省 でCAエ あ るいは教 育 工学 の 問題 を と り上 げ ま した最 初 の動機 といい ます の は 昨年 の

1月
,OECDか ら教 育vatsけ る コン ピュ ータの 利用 に関 して共 同研 究 を 申 し入 れ て きた こ とか

らで あ りますo

ま た おな じころ,ユ ネ ス コか らア ジア地 域 に おけ る プ ログ ラム学 習 に つ いて 日本 で セ ミナ ー を

開 く ようs要 請が あ りま したo

そ ～二で44年 度 予算 に お きま して各 県t校 ず つ22の 中学 校 を研 究 実験 校 に指 定 し,オ ーバ ヘ

ッ ド ・プ ロ ジ ェク タ とかVTRと か い った 機 器 にっ いて 研究 に 着手 した わけ です。

ま た新 構想 大 学 懇 談 会 な どに お きま して も情報 科学 を基 礎 と した 教 育内 容の 近代 化 と コン ピュ

ータに よるCAIを 教 育 の あ らゆる分 野 に本 格 的 に導入 す ぺ きであ る
,と い う提案 が な され,昨

年8肋 繍 魍 に関す・会議C中 綱 告でも・A・ に関してふ⌒ 胤 て省内のmeも 高1

ま っ て'ま い り ま したo

CAエ 研究連絡会議

この よ うな い きさ つが あ りま して45年 度 の予 算 では教 育 シス テム の研 究 推進 のた め の予算 を

要求 し,こ れが わず かで あ りますが200万 円認 め られ ま したo
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しか し,こ れで す ぐ さま教育 システ ム の研 究 がで きる,と い うのでは あ りませ んo

現 在,一 部 の大学 や研 究所 あ るい は そ の他 の機 関 で行 なわ れて お ります,そ れ らの教 育 システ

ム に関 す る研 究は,各 個 ぱ らぱ らに行 なわ れ て い る よ うに み うけ られ ます。

それ らを文 部省 が主 体 となっ て と りま とめて い こ うとい う こ とで あ ります。

この た め文 部省 としま しては 研 究推 進 の た め の連絡 会 議 を設 け,こ の な か に二 つ の 部会一 つは

教 育 シス テム に関す る 部会,も う一 つ は教 育工 学 に 関す る 部会 で,両 方合 わせ20人 の委員 を委
.

嘱 し,各 地 で行 なわ れ てい る研 究 や情 報 を 交換 してい こ うとい う構 想で あ ります。 なぜ 部会 をこ

の二 つ にわ け たか とい いま す と,ζ れ は部 内 で もい ろい ろ議 論 が あ りま したo

現 在 教 育機 器 がい ろい ろ な とこ ろ に散乱 して お り,そ の使 い 方 もま ち ま ちで あ ります6

そ こで そ の正 しい利用 の し方 を 指導 す るoむ ろん そ れ にはCAIも ふ くまれ てk・り,そ れ らの

教 育 機器 の応 用,開 発 とい った もの を研究 して い く。 これ が教 育 工学 の部 会 です6

これ に対 し,も っと根源 的 にい った い学 習 とい うものは何 なの か,そ こで どの 部分 が機 械 処理

に適 してい るの か,と い うこ と,た だ 単 に機 械が あるか ら使 うとい うので はな く,も っ と根 本的

に教 育 とは ど うあ るべ きか,学 習 とは どう あるべ きか とい うこ とを検 討 し,こ の 部 分は機 械 に や

らせ た方 が よい,こ の 部 分 は人間 で な くて は な らない,と い った は っ き り した 方向 づ け を行 な う

必 要 が あ るoこ れ を や らない で教 育 工学 だけ をや る とい うので は テ クニ ックだ けの 教 育,教 育 不

在 の 教育 に な って しま う,と い う懸念 が ある とい うので教 育 シス テ ムの 部会 も平行 させ てい くべ

きだ,と い う ことに な ったわ け で すo

'

教 育 機 器 の メー カ も加 え る

こ うい った基礎 的 な作 業は とて も短 期 間 でで きる こ とで はあ りませ ん ので5年 とか10年 とい

う長 期的 な事 業 と してや って い くとい う考 え方 で すo

もうひ とつ,こ の連絡 会議 の な か に教 育機 器 の メー カを 加え る か どうか の問題 ですが 私 の 個人

的 な考 え方 と しては メ ー カ も加えた 方 が よい と思 って い ますo

そ れは ハ ー ドウ ェア とい うものは ソ フ トウ ェア と密 接 に 関連 してい ます か ら,そ れが どの よ う

な とこ ろで適 用 さ れ るか に よって ハ ー ドウ ェアは変 わ って きます。

当 然 こち らの考 え方 を よ くお伝 え して,そ れ にふ さわ しい ハ ー ドウェ アを開発 して い ただ く。

そ のため に メー カの代表 に も加わ って も らい た いと い う考 え ですb

`
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根 本に戻って吟味する

鶴

亀

つ ぎにCAIの 可 能性 につ い て考 え ます とやは り初 めに教育 の 目標 とか 内容 を じゅ うぶ ん吟 味

す る必要 が あ ります。 具体 的 に 申 します と算 数,国 語,理 科,社 会 とい った 教科 の 問 題が あ りま

すoさ らにそ の教 科 の なか に も,そ れ ぞ れの領 域 が あ りますoそ の全 部 をCAエ でや るべ きか ど

うか,ま ず カ リキ ュラム の編成 自体 に も問題 が あ ります 。つ ま り教育 の 目標 や 内容 とい うもの を

現 時 点 にお いて も うい ち ど再 検 討 し,な にが21世 紀 の 子供 に とって重要 な,そ して基 礎的 な能

'力 で あ るか とい
った根 本論 議 に までさ か のほ って じゅ うぶ ん検討 す る 必要 が あ る と思 い ます。

さ らに具体 的 に申 します と,こ とば とか 文字,図 表 映 像 とい った学 習の 媒 体 に はそ れぞ れの

特 質 と限 界が あ りますo

　 コ

これは 盲学 校 とろ う学 校 とで 比較 ・実験 を した結 果 か らも目で うけ る もの と耳 で うけ る もの と

では違 ってい る こ とが 明 らか に され て お りますoそ の よ うな学 習媒体 に よる違 い を 考慮 した うえ

で,そ れが 子供 に伸 ば したい 能 力 と どの よ うに 関連 してい るか と い うよ うな こ とを よ く吟 味 す

る必要 が あ りますo

技 術開発が可能性 を生 む

`

λ

OAエ の可 能性 の な かでそ の位 置 づけ,役 割 りにつ い て私の感 じでは ドリル 的 な 算数 の計算 と

か英 会 話 とい ったか な り基本 的 な言 語 能 力 に関す る問題 につい ては か な り成功 して い る と思 い ま

すo

大 学 で 英文学 を学 ん で も英会 話 は あ ま り上 達 しませ ん か ら,こ うい うもの は一 応CAエ の機 械

で ラン ゲ ージ処理 を して,'そ こで 能 力 に応 じた学 習を す る ようにすべ きで す。

お な じ学 習 に して もOAエ に向 いて い る もの とそ うで ない もの とが あるわ けで す。

しか しまた今 後 の技 術 開発 に と もな って 現在 わ れわ れが で きない と思 って い る こ とで もどん ど

ん で きる よ う・にな って くるの で は ない か と思 い ますo

そ れか らCAエ の場合 に も,た ん に コ ン ピュー タだけの 問題 だ けで な く端末 機 を どの ように結

び つけ るか とい う問題 が あ りますo

いず れ に して も教 科 書 の役 割 は大 き く変 わ って きますo教 材 と して 分解 さ れ て プ ログ ラム に入

る よ うに なる と教科 書 は な くて も よいの で は な いで し ょうカも

た だ し,そ うい うこ とにな って も機 器 にふ りまわ され る教育 で あ っては な らない,と い うこ と

は痛 切 に感 じます。
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必 要 なPPBS的 展 開 ・

CA工 に つい て システ ム をつ くるのに 金が か か る,そ れ を や る た めの ス タ ッフがそ ろわ ない,

とい う金 と人 との 問題 に おい て,ま ず お金 の面 です が,今 後 の 技 術開 発 に よっ ては大 型 の コ ン ピ

ュ ー タにつ い て も,あ るい は端 末 機 に つい て も,だ ん だ ん と価 格 が低 減 してい くで し ょ うし,わ

が 国 の経済 成 長 力 か らい って も決 して難 しい 問題 で は ない と考 え ますo

国 の財 政的 な援 助 に つ い ては 最近 のいわ ゆる財 政 の硬 直化 か ら大蔵 省 の方 も投 資効果 のは っ き

りしない もの に つい て は こ れ を縮 小 してい く傾 向 に あ ります の で,こ れ を あ る程 度 明確 に しなけ

れ ば な りませ ん。 それ に はい わ ゆるPPBS的 な考 え を してい くことで 見通 しが た て られる と思

い ますo

S・ 』E的 教 師 の 育 成 が ヵ ギ

つ ぎに 人の 面 です が,い まの先 生方 の 大 部 分が抱 い てい るで あろ う,き わ めて素朴 な危惧 一 自

分達 の仕事 が機 械 に 侵 され る ので は ない か,と い う 一を ど うすべ きか とい う問題 が あ りますoこ

れ は 消極 的 な もの で すが も うひ とつ,積 極的 な面 か ら考え ます とCAIの プ ログ ラム につい て教

師 の専 門 性 をか りない こ とにはそ れが生 きて こ ない,と い う面 が あ りま す。 このへ ん に ポイ ン ト

を お いて 考 え ま す と,い わ ゆる システ ム ・エ ンジ ニ ア的 な教 師 に育 て る,あ るい は育 っ て も らう,

とい うこ とが大 きな課 題 とな って きます。 残念 なが ら,い まの教 師 にそ の よ うな 気概が ない よ う

な 気が い た し ますoし たが って他 の 者,た とえ ば システ ム ・.エン ジニ アの なか で教育 に比較 的 関

心 の 高 い者,そ うい う人 を引 っ張 って くるか しなけ れ ば な らないo

こ のい ず れ の方 法 を とる かで,か な り議論 が わか れ る の で は ない か と思 い ます。

いず れ に しま して も教師 は人 間で あ り,コ ン ピュー タは機 械 で あ ります か ら,マ ン ・マ シ ンシ

ス テム と して 相対 的 な シス テ ムの な かで 学 習 とい うもの を 構造 化 して い き,き らに ごん どは そ の

マ ン ・マ シ ンシス テ ム を どの よ うに 分解 してい った らよい の か,と い うこ と をふま えて 考 えてい

か なけ れ ば な らない と思い ますo

1
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来 来 教師 の動 作研究 を基礎 に 米 米

(香川大学における自動教育システム)

一吉 本 講師 一

一・斉 授 業 の 効 率化 か ら

香 川大 学で 現 在 行 な ってX・りま すの はCAIの 研 究 は い わ ゆ る,狭 義 の意 味 のCAエ を研 究 対

象 と して い るわ け では あ りませ ん。 搬 に教育 の 機械 イヒを ど う進め てい くか とい う問 題で ありま丸

現 在,わ れ わ れ の ところ に導 入 され て お ります シス テ ム は・特 別 な コン ピュータ に よ って コ ン

トロ_ル され てい る 自動 教育 シ ステ ムが2種 類,そ れ に教 育 機 器 を ある程度 シ ステ ム化 してい こ

うとい う試 みか ら将 来 全 自動 にっ なが る もの として,半 自動教 育 システ ム と呼 ばれ る システ ムが

4セ ッ ト導 入 され て います。

半 自動 教育 シ ス テ ムは機 械 の 助け を か りて人 間 一 教 師 の行 な う一斉授 業 の効 率 を高 めて い こ

うとい う考 え方 を もとにつ ぎの よ うに構 成 され てい ます。 一 つは 情 報で ある教 材 の提 示 をす る 機

材,も う一 つ は これ に よ って生徒 の反 応 チ ェ ックす るた め の集団 反 応計 測 装置,さ らに 生徒 の 反

応 デ ー タ、を記憶 す る記憶 装 置 の 三つ であ りま す。 これ を ど うい うふ うに コ ン ピュ ータ と結 びつ け

てい くかが,わ れ わ たの 関心 事 の一 つ で あり ます。

科 学 的 な デ ー タ観 念 の 導入 ・

こうした場合 や助 これまで瀦 がありましたよう畷 業のプ吐 スとかあるいは授業その

ものについて抜本的な反省が柱 垣.け ればならないとい 父 とです・

そのなかでとくにわれわれ力擁 謁 したいことは,い まの教育が学習のデ三夕に対して科学的な

観 念 を持 って い な い とい うこ とで す。

現在 ふ つ うの学 校 で行 なわ れ てい るデ ー タ観 念 とい え ぱ学 期 ご とに1～2回 の試 験 をL,そ

のデ ータ を と っ てお き,そ の平 均 点 を出す とか標 準 偏差 を 出 して,ご くか ん たん な 推論 を行 な う・

とい う程 度 の もの で しか ないわ け です。 これ で は生 徒 の一 人一 人 につ いて 条件 を い ろい ろ と提 示

した り,コ ン トロ ール した りす る とい うこ とは ほ とん ど不可 能 で あ りますoし た が って,ま ず こ

の あた りにコンピュータ を導 入 して データ解 析 を もっ と適 確 な もの に し,生 徒 の特 性 に応 じた授業 が

可能 に な る よ うな シス テム を考 え なけ れ ば な らな い と思い ますo
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オ ン ラ イ ン で デ ー タ 処 理

わ れわ れが こ こで 半 自動 教育 シス テム と呼 ん でい るね らい は一 つ には コ ンピ ュー タの利用 に よ っ

て学 習 デ ータ を集 中的 に管理 して い くこ と と,将 来 教授 プロセ ス 自体 を 自動 化す るた め の準 備段 階

として の研 究 で あ る とい うこ とです。

香 川大 学 に お き ま しては 公立 の 中学 校20校 が 共 同研 究 校 と して参 加 して お り
,ほ ぼ おな じよ う

な シス テ ムが 各 校 最低1セ ッ トず つ 導 入 されて い ます。

そ して,香 川大 学の プ ログ ラム開 発 セ ンタ ーで 開発 した標 準 プ ログ ラムが 現 在 の と ころ中 学2年

の数 学 に 関 して は 全教材 につ い ての プ ログ ラム が完 了 してい ますが
,ζ れ を定期 的に各 校へ 流 して

行 くoこ の教 材 の 中 には最 初 あるい は 最後 の ところ に必ず い くつ か生徒 の学 習効 果 の結 果 をチ ェ ッ

クす る プ ログ ラム を入 れて あ りますoこ のデ ータ を 記憶 装 置 に よって記 憶 させ
,こ れ をセ ン ターへ

伝 送 し計算 処理 す る とい う方式 を と ってい ますo

い まの と ころ教 材 を流 す と ころ ま では行 って いる の です が
,デ ータ処理 は バ ッチ処 理 で あ り各

校 で はそ れぞ れ デ ータを シ ー トに書 き込 ん でセ ン タ ーへ 伝送 し処理 して い ます
。 将 来 は これ ら各

校 の端 末機 を セ ンタ ーの コン ピ ュー タ とオ ン ライ ンで直結 し,処 理 したデ ータ を送 り返 す ,と い

うとこ ろまで も って い きた い と考 え て む ります。

本 年度 の計画 では標 準 プ ログ ラム を配 布 す る と ころま で も ってい く予定 で
,デ ー タ処 理 に つい て

はn5年 度 か ら手 をつけ る計 画 で すo

そ の準 備段階 と して県 下 の中学 校 の 生徒14,000人 のデ ータ処 理 に つ い て
,要 員 の 訓練 と実験

を 昨年 中で す と18回 ほ ど行 ない ま した結 果,ほ ぼ 実 際 に処 理 で きる見通 しが たち ま したot'

つ ぎに 公立 学 校 に おけ るOAエ の 問 題 です が
,CAエ は値 入学 習で あ って集 団学 習はCAエ では

な い とい う考 え方が あ ります○ しか し,わ れ わ れ は そ うは 考え てk・りませ ん。 必ず しもCAエ とは

い わ な くて も よい わけ です が一 斉授 業 の 自動 化(グ ル ー プCAエ)も,と くに義務 教育 の レベ ルで

は,そ れ は そ れ な りに意義 が ある と思 い ます。

'

'

シ ス テ ムの能 力 はほ ぼ教 師 に 匹 敵

、

香川 大 学 で研 究 してい る自動教 育 システ ム には 日本電 気 と共 同 で開 発 した カネ コ ム1号 が あ りま

す。 これ は最 初,必 ず しも授 業 の オ ー トメ化 だ け に限定 口 考 えでハた七けで泣 く,だ ん繊 と焦点 を し

ぼ って ま とめ あげ た も のですo昭 和40年 の時 点 で は 一斉 授業 の 自動 化 とい うこ とに重 点 を むいて ,

研究 を進 め て い ま した。 そ こで 自動 教 育 シス テ ムで行 な う授 業 と従 来 の教 師の 行 な う授 業 とで そ の

結 果 に どの よ うな差 が あ・たか とい うこ とで す が,そ の差 異 は あ 勃 見 受け られ なカ・。たの です。
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牟

、

つ ま り20年 位 数 学 を教 えて きた能 力 的に も・平均以 上 の教 師が 教 え た結果 と 自動教 育 システム で

教 え た結 果 とで は統 計 的に ほ とん ど差 異は ない とい うことが 何回 か の実験 に よって もでて お・りま

す。 そ の 他 に も疲労 度 の問題 で は機械 が教 え て も人 間(教 師)が 教 え て もほぼ 似 た よ うな結 果が

出た こと,お よび内 向的 な生 徒 は ある程 度機 械 に 向 き;外 向 的 な生徒 は あ ま り向 か ない
,と い っ

た結 果 も明 らか に な って い ますo

ふ つ う学 校の 授業 時 間 は中学 ・高校 とも50分 ですが 機械 で教 え た場 合,中 学 校 です と50分

ぐらいが 適 当で は ない で し ょ うか,教 師が50分 で教 え た と同 じ くらい の 内容 を機械 で す と30

分で 十 分理 解 で きる とい う デ ー タが 得 られ て い ます。

教 師 の動 作 を分 析 して シス テ ムに と り入 れ る.

KANEOOMI号 は人間 の 行 な う一 斉授 業 をか ん たん な単 能 式 の コ ン ピュ ータで シ ミ ュレ_シ.ン

する システ ムで す。 最 初 リニ ア ブ ・グ ラム の提 示 しか で きなか ったの です が 去年 改造 して メ イ ン

プ ログ ラム に あ る条 件(学 習 時 間
,通 過 率)を 入れ て お きま して,そ の条 件 に 合 えば メイン プ ロ

グ ラム か らつ ぎの メ ィ ン ブ・グ ラムへ進 み ,合 わ なけれ ば サ ブ プ ・グ ラムが 提 示 され る ようkな

って い ます。 これ は人 間 教 師の 動作 に非 常に よ く似 た段階 に達 して い ま すも これ をわれ わ れ は

KANECOM2号 と呼んでいま"お 昭 和40年 か ら中学 校の2年 の初 等 代数 や 幾 可 とい
った 問題は 年 間

を通 して完 全に この ・ス テ ムで 学 習 で きる よ うに な ・て慣 す
。 す なわ ち 樋5時 間 の うち4時

間 を システ ム で行 ない ・ あ との 塒 間 に鰭 を行 な ・て口 す
。 す でに こ う した鶏 鋤 究 を4回

終 って いる わけ であ りま す。

そ の結果 基 本的 に いえ る こ とは,自動 教 育 シス テム とい うような もの を考 え る場 合,ま ず も っ

て,人 間教 師 の動 作 を もつ と適確 に 分析 し,研 究す る必要 が ある とい うことで す6

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ 用CAI言 語 の 必 要
`

♪

さ らに こ の シス テム を将 来 どの よ うに発 展 させ るか とい うこ とです カ～ 最 近NEAC-M4

(8K)と い う ミ=チ ュァ コ ン ピ=一 夕を導入 しま したoこ れ に集団用 の装 置 を1セ ッ ト新 らた

に開 発 し・ さきほ どのKANECOM2号 と新 らた に 開発 した シス テム(こ れ は 実験 を 伴 な う教科 に 適

す る よ うな シス テムで ある・)KA・EC・M3号 との端 を
,5肚 で1疏 成 した い と 考え て唾 す。

現 在 は 集団 用 装置 が2台,個 人 用端 末装 置が1台(NEAC-1210コ ン ピ ュータ)あ り,

個人 用 は そ の パ ンナ 出力 を使 っ て コ ン トロールす るとい う
,非 常 に 苦 しい使 い 方を して い ます の

で,こ ん ど考 えて お ります シス テム で は これ を切 り離 して個人 用ttNEAC-M4と 端 末機 を連

＼＼,一
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結 す る よ うに します。 個人 用 端 末 機 は5台 の うち1台 は入 出 力 の1/6タ イ プ ラ イタを用 い,他

の2台 は 絵 と声が でる よ うに し ますo

です か ら集 団用 の装置2台 と個人 用端 末機5台 が 割 り込 み に よ って コ ン トロ ール され るこ とに

な りますo

.な お個 人用CAIシ ステ ム に っ い てはNEAC-1210に よ って コ ン トロ ール され てい るわ

けですが その コン トロールプログラムはマ シンランデ ージで組まなければ な らない ため学校の先生がたには

これ がわ ず らわ しい よ うですoそ こで現 在NEAC-1210用 のCA工 専用 プ ログ ラム言 語 を

開 発 してい ます。 これ を実験 的 に先 生が た に や らせ て み ます と,か な り よ く理 解 で きま した ので

実用 性 は ある と思 い ますoつ ま りこれは アセ ンブ ラを使 うた め の訓 練 で もあ りますoさ きほ どの

シス テム を タイム シ ェア リング に結 びつけ る た めに も
,こ う した言 語 を開 発 したい と考 えてMま

すo

'

主要5教 科 を自動化

CAエ に つい で将 来開 発 してみ た い と考 え てい る ものは 主要5教 科 つ ま り国 語,社 会,理 科

数 学,英 語 につ いて で あ ります。 これ らの 教 科 につ いては ,あ る程 度 コ ン ピェー タで 自動 化 した

システ ム で教授 ・学 習 を行 ない たい と思 ってい ます。

しか し 集 団 学 習 に は限 界 が あ りま して例 えば非 常 に能 力 の秀 れ た 生 徒 あ るい は逆 に標 準 よ

りか な り劣 った生 徒 に は不 向 きで あ ります。 そ うい う上 下 合 わせ て 約1割 位 の生徒 に対 して は個

人学 習 とす る こ とを考 え てい ます。

こ うします と合計5台 で 全 て の生 徒 に対 して も個 人学 習が で きる状 況 に な りますo

い まの ところM4は52Kバ イ トまで増 設可能 です が まだ そ の システ ム は開 発 さ れ てい ませ んo

しか しやが て はそ うい った もの を 開発 し,集 団用 の装 置 と個 人 用 の声 の 出 る もの とをM4に よっ

て ゴン トロールす る とこ ろ まで開 発 した い と考 えて い ますo

で きれば 大 学 の計 算 セ ンタ ーに学 習 デ ー タ を全 て伝送 して お き,セ ンタ ーの計 算 機 だけ では 不

可能 な場 合 は 更 に他 の コン ピ ュータ(M4の 特性 で は デ ータ の格 納 は 適 当 で な い)と 連 動 して大

規 模 なデ ータ ・バ ンク を確 立 し て 鉛 き,そ れ らの デ ー タの なか か ら必要 な ものだ け を と り出 して

きて端末 機 で学 習 す る方 法 を 考 え て い ます。 た とえばAと い う生 徒 にっ い て,ス テ 。プ を決定 す

る と きにデ ータは セ ンタ ーか らの 呼 び 出 し方 式 を と って,過 去の 学 習 の結 果,い わ ば カルテ に よ

って 決定 す る シ ステ ム を採用 した い と考 えて い る わけ で あ りますTo

`

へ
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「

来 来CAIは 常識的 な線 でペイ 米 米

(電 電公社における企業内教育)

一 山 口 講 師 一

、

訓練 の合理化がね らい

私 ど もの 電 電 公 社で は 新入 社 員 の 訓練 に非 常 に 力 を入 れ て お ります。.

た とえば 大学 卒 の新 入社 員 です と,お よそ5年 間 徹底 的 に訓練 しない と一 人 前の社 員 と して使

えな い のが 現 状 ですo高 校 卒で も約5ヵ 月間,非 常 な ハ ー ド ・ トV－ ニ ング を行 なっ てお りますo

そ れ に要 す る訓練 費 とい うの も相 当 な金額 とな り,し か も年 々増 加 し,放 って おけ ば天井 し らず

とい うよ うな状 態 で す。 しか し技 術 の進 歩 が激 しい た め に教 育訓練 を しないわ け には いかず,こ

れ を切 る こ とは で きませ んo

そ れ で,な ん とか これ を合 理 化 したい,と い うのが幹 部の 考え方 で ・ わ れわれ 担 当 者 も張 切 って

い る わけ で あ りますo

私 どもの電 電 公 社 は もと も と半官 半 民 で あ る といわ れ ます が,そ れ ゆ えに双 方の利 点 と欠 点 と

を併 わ せ 持 って い るわけ で すoで すか ら民間 企業 に くらべ れ ば変 わ り身が 遅 いか も しれ ませ んが

他 の官 庁 に くらべ れ ば相 当 素早 く動 いて い るの で は ない か と思 い ますo
　 　

また電 電 公社 は,創 設 以 来伝 統 的 に アメリカのベ ル電 話会 社 の シス テム と比較 しなが ら,モ ノ を

考え る とい う習慣 が あ りますoで す か らCAエ に関 して もベ ル社 の情 報 も相 当,入 っ て きて お り

ますo、

そ の よ うな こ とか らCA工 につ い ては,割 り合 い幹 部の 理解 が行 き届 い てい る よ うに 思 い ますo

`
総 合 的 な採 算 ペ ー スは60億 円

δ

電 電 公 社 に お け る教 育 訓練 の費用 は,全 国 に15あ る学 園 の教官 の人件 費,訓 練 を受け るた め

に第 一 線 の 事業 活 動 か らはず れ る者 の人件 費 これ を合 わせ ます と年間 お よそ160億 円 に な り

ますo

実 際 に は職 場 内 訓練 とか学 園の外 で別 に行 なわ れ る もの もあ ります か ら,こ れ を 加え ます と

O.5倍 ぐ らい は 増 え ます のでpこ れ も合 わ せ ます と240億 円 ぐ らい にな ります。

そ のほ か に も校 倉 実験 装 置,教 材 とい った もの をふ くめ ます と,ち ょっ と言十算 で きませ ん が

そ の倍 ぐ らいは あ る もの と推定 され ますoだ い たい 人 件 費 の10%は 訓練 費 と して使 われ て い る
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と とに な る と思 われ ますo

この よ うな状況 か ら考 え ます と,プ ログ ラム ・テ キス トとか テ ィ・一チ ンゲマ シ ンとかOAエ を

使 い ま して・ も しか りva5割 の訓練 時 間 の舗 が ・不能 で ある と します と
,4'5年 度 で は 鉱 そ

60億 円 の 投 資で も,ち ょうど バ ランスが とれ ます○

時 間,一 生 けん めい にCA・ の7'vグ ラム を つ く ります と
,そ の 後5年 間 ぐらし・撫 修 正で

使 えますか ら,少 な くと も2年 間 は教 材 費 は ゼ ロでい くこ とがで きます
。

これ で一応 採算 が合 いま す ので,わ れ われ と しては 年間60億 円程 度 の プ ログ ラム教 材 をつ く

る こ とが 許 され るで し ょ うo

これ を・1人当 りの訓練 費 に します と,社 員 が27万 人 お りま すか ら,年 間2万5千 円 とい う金

額 に な り,き わめ て常識 的 な金額 に な りま すb

・
'

45年 度 ま で に1.300時 間vak・ よ ぶ ブ ・ グ ラ ム ・ テ キ ス ト を 作 成

公 社内 では最 近 プ ログ ラム ・テ キス トに よる教 育が ブ ーム に な って 宕 りま して現 在 全国 で約

200名 の プ ログ ラマを養 成 してい ます
o

昭和44鞭 では 全 部で7・ ・時 間 ちカ・い ブ ・グ ラム ・テ キ ス トが で きてtsり
,45鞭 です

と約600時 間 の プ ログ ラム ・テ キ ス トが で きる予定 で
,合 計1,300時 間 に も及 び ます 。

この よ うに な って まい ります と新 入社 員 の 訓練 につ いて は業 務 系 列 の うち全体 の50%は これ

で や る こ とが で きますo技 術 系 だけ につ い て です と80%ぐ らいが で きるこ とに な ります○ こ う

な りま す と教 官 は大 幅 に 減 らす こ とが可 能 とな りま す。

公 社 の教 官 とい うの は, .教育 に つい て は素 人 で あ りま して学校 の 先生 のよ うに 一 生,教 官 でい よ

う,と い う者 は お りませ ㌔ 教 官 に な って3年 も す る と,早 く第一 線 に もど りたい とい う者ぼ かb

で幹部 が 教 官 の増 加 を嫌 うと同 時 に本人 も嫌 っ てい る とい うこ とで公 社全 体 と して も教 官 を 少 な く

しよ う とい う大勢 の動 きで あ りま す。 した が って プ ログ ラム ・テ キ ス トに よ って 教 官が 大 幅に 減 る

とい うこ とは,そ の よ うな動 きに 沿 った もの で ある,と い うこ とが で きます。

`

プ ログ ラム学 習の 採算 性

へ

・

これ を費 用 の面 か らみ た場合,た とえ ば コ ン ビ」 一夕関係 で はqOBOLとiOt5'ORTRANの プ

ログ ラム ・テ キス トに っい て計 算 します とCOBOLに よる 訓練 では一 つ の テ キス トが お よそ3
,500

円 かかbま すbこ れ を平 均 して30時 間使 い ます か ら1時 間 当 り約120円 と な りま す6FORTRAN

で は,18時 間 で1.700円 で す か ら,1時 間 当 り100円 となb非 常 に安 くあがbま す
。 講 義 に
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つい ては,た とえ ば教 官 が1年500日 を懸 命 に講義 す る と して,1日3時 間の 講義 をす れば1年

900時 間,こ の教 官 の 年 俸 が200万 円 と して,1時 間 当り約2・200円 かかることに なりま一㌔

さ きほ どのFORTRAN1と くらぺ てみ ます と,教 官1人 が20人 の生 徒 を 完全 に コ ン トロール で

きれ ば,ち ょ うどおな じ く らい にな るわ け ですoCOBOLで は18人 とい うこ とに な りますo

しか し実 際 には1人 の教 官 がtli.8-TAとか20人 の生徒 を完 全 に コ ン トロールす る ことは むず か

しい と思い ますo] ..

したが って プ ログ ラム ・テ キス トに関 して は決 して異 常 なほ ど高 い経 費 で や って い るわけ で

は な く十 分 に採 算 に 合 ってい る もの と考 えて い ますo

つ ぎに ハ ー ドウ ェア の面 です が,公 社 で は集 団 用 テ ィーチ ング ・マ シ ンとか プログ ラム教 材を

さかん に使 って お ります6現 在使 って い るテ ィーチ ング ・マ シ ンが はた してCA工 で あ るか ど う

か疑 問が あ りま すが,と もか くそ の テ ィーチ ング ・マ シ ン ー お・よそ200万 円 ぐ らいの もの

で すが 一 を各通 信 局(支 社 に相 当)の 学園 に お いて コ ン ピュ ータの プ ログ ラム の養 成(入 門

課程)を,ほ とん ど教 官 な しでや ろ うと してい ます。

そ の費 用 の概 算 をや って み ます と,年 間5～4回 使 え ぱ採算 が とれ る と思 われ ます。

各通 信 局 で は 少 な くと も年3～4回 は 同 じ訓練が 行 なわれ ますか ら,う ま く採 算 に合 うわけ で

すo

残 った問 題 と して は教 育 放送 だ とかVTRで あ る とか,い ろい ろ 考え て お・ります が,こ こでは

フ ィー ドバ ・クの機 能が あ りませ ん し,は た して どの程度 の学 習効 果 が あ るの か,わ か りませ ん

の で,こ こで はふ れ な い こ とに しま す。 コン ピ ュータ につい て は1台 の コ ン ピュー タが 約4億 円,

耐 用年 数7～8年 と考え て,だ い た い同 時 に90人 ぐ らい の人 が タ イム シ ェア リング で使 えれ ば

講義 と採算 的 に 同等 で ある とい うtsよ そ の計算 を して い ますo

プP・ グ ラ マ の 養 成 もCA工 で

`

ふ

現在,.公 社 で 問 題 に な ります こ とは,わ れ われ が 現在 も っと も頭 を悩 ま して い る電 子 計 算 機の

プ ログ ラマ の養 成 で あ ります。

これ はい くらお金 を積 み ま し て も先生 に な って くれ る人 は,そ うか ん たん にはみ つ か りませ ん

か ら,な ん とか機 械 に置 き換 え る よ りほ か に手が ない,と い うこ とで すo

現 在4,900人 の プ ログ ラマが お ります が これ を 昭和52年 の末 まで25,000入 に する,と

い うのが 至 上命 令 で すoわ れわ れは これ に対 して か ん たん に ,「で きます 」と答 え てい るのですが

実 際 には 相 当 にむず か しい 問 題で あ りますo

いま全国 で約100名 の プ ログ ラマの教 官 がい ます が,こ の ま ま でい きます と52年 には10
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倍 の1.000名 の教 官 が い なけ れば な ら堆 い こ とに なbま す
。 これ は絶 対 に あ り得 ない ことです。

ですか ら プ ログ ラマ の養成 は ど う して も/CAIで や らなけれ ば な らない の です
。

と りあえず47年 度 か らFoRTRAN,coBoL,AssEMBLERを 教 え るcA工 の端末 を 公社 全

体 に設 置 して 訓練 しよ う と して い ますoこ れ は 必ず し も学 園 だけ で や る もので あ りませ ん で電 話

の 回線 が あれ ば どこへ で も端末 をつ け よ うとい う方 針で す。

'な有 さ きほ どふれ ま した プ
ログ ラム学 習 とCAエ とでは ど こが 違 うか とい う問題 で すカ～ わ

れ われ はCA工 とい うのは オ ン ライ ンのデ バ ッギ ングが 可能 な もの で あ る
,と 考 え てい ますoプ

ログ ラム ・テキ ス トです と ど う して も最後 に コン ピ ュータの ところ へ き て デ バ ッギ ングの実 習を

別 に行 な う必 要が あ ります。 実 務処 理 が で きる高価 なコ ン ビ
,ユ一夕を たん に デバ ッギ ングに使 う

の は非 常 に も ったい な いわ けで すoで す か らやは り一 歩 す すん で シ ミ=レ ー タの機 能 を持 った

cAエ に向 うぺ きだ と考え るわ け ですb'

最近,公 社 で は電 子 交換機 が導 入 され ま したが これ は アセ ンブ ラ言 語 で動 作 す る よ うに な って

お ります の で
,こ れ もCAIで や ろ うと考 え てい ますo

以 上 の べ ま した よ うにわ れ われ はCAエ は ど うして もや ら紺 れ ば な らない
,と い う切迫 した

うけ と り方 を してい ますo

学 校 な どで す と予 算 的 な面 で む ず か しい こ とが あ りますが 公社 の よ うな 企業 体 で す と
,そ うい

う点 では 比較 的 ドライに割 り切 って い ます。 また 目の 前に迫 ってい るい ろい ろ な問題 を考 え ると

ど うして もそ の よ うに割 り切 らざ る を得 ない ,と い うの も事実 で あ りますo

.'

,
■

＼

あ り得 ぬ モ ラー ルの 低 下

最 後 にっ け 加え たい ことは プ ログ ラム ・テ キス トな どでは精 神教 育 とい う面 は全 然 行 なわ れて

い ません の で
,そ の点 が 心 配 で したが,各 学 園 に 聞い てみ ます と案 に 相違 して プ ログ ラム ・テ キ

ス トで 訓練 してい る者 は際 だ って態 度 が ま じめで ある とい うこ とで す
。

これは なぜ か とい い ます と,彼 らは み な一 様 に 目標 が は っ き りして い て張 り合 いが あ る
,プ ロ

グ ラム ・テ キス トは ・ は っ きり した 目標 に対 して構成 され てい るので ,つ い 自分 で も頑 張 ってや
シ

って しま う・ とい う ことで本 槙 は非常 唖 り切 ・て緊張 して や ・て い る
,と い う ことで 九

この よ うな こ とをみ てみ ます と
,む し ろ問 題 なの は 目標 が なん だ か は 。 き り しな くて,わ け の

わか らな い こ とをダ ラダ ラや ってい る教 師 また は教 育そ の もので は ない カ㌔ とら う気が します
。

プ ログ ラム ・テ キ ス トで や ったか ら入 間 性が 疎 外 され る とか モ ラ ール が低 下す る
,な どとい う

φ
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こ とは ない,と い うことですo

ま してや,CAエ は プ ログ ラム ・テ キス トと違 って,決 ま った判 断 をす る と,す か さず 適 切 な

ヒン トを与 え て,非 常 に親 切 に教 え る こ とが で きますb

これ は や は りCAIの 今 後 の方 向 を 考え る うえで 非常 に大事 な示 唆 を与 え てい る の で は ないか

と思い ますo

亀

も

A
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7・2パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

X米CAIの 経済性 米 米

視点は教育 の近代化

"

た だ いま講 師 か ら お話 しが あ りま した ように教 育 にCAIを 使 った場合 か な り高 価 なシ ステ

ムに な る よ うで す。 寛 々公社 の場合 は独 特 の 企業 形 態 に あるた め比較 的明確 に採算 性 が うち だせ

るので は な い で し ょうか。 教 育 とい うものは 基本 的 に金 のか か る もの です け れ ど も
,金 をかけ た

ら少 な くと も,そ れ だけ の もの,あ るいは そ れ以 上 の成 果 の あが る教育 が 必 要 だ とい うア プ ロ ー

チ の姿勢 が で きてい なけれ ば な らない と思 い ますo

た ん に経 済 的 な面 だけ を と りあげ て云 々す るの で は な く
,ほ ん と うの意 味 で の教育 の近 代 化 と

い うこ とを考 え て こそ教 育 に は 金が かか る ものだ
,と 考え るべ きで は ない か と思 いますo

(江 村委員)

効率 を第一に考 える

これ まで は安 か ろ う,悪 か ろ う,で 教 育 機 器 を使 って きて い る よ うで すoそ れは コ ス ト・パ フ

ォーマ ンス とい い ます が実 証 的 な研 究 に よる裏付 け,そ れが なか った こ とに も よるで し ょうo

しか し・ これ か らは 金 額 的 に高 い もので も大 局 的 に効 率 の よい方法 を と るぺ きだ と思 い ますo

わが 国 の経 済 力か らい っ て もそ うそ う高 価 な シス テ ムは望 め な いに して も
,じ ゅ うぶ ん にお 金 を

か け,い ま ま で の教 育 で は で きない ような,も っ とす ば ら しい こ とをす る と い う こ とは決 してむ

ず か しい こ とで は ない と思 い ます 。 〔山 口講 師)
・●

それ以 前に認識の問題
ゑ

私 は 日本 は現在 で もたい へん なお金 を かけ て教 育 を や って い る と思 って い 啓す。

教育 に お金 をか け なけ れ@'近 代 化 国 家に なれ ない とい う考 え方 をす れ ば50万 人 あ るいは
,そ

れ以 上 といわ れ る先生 方 に お 金を 出 して
,先 生が 教 え る の と,コ ン ピ ュー タを使 って教 え るの と

で は どち らが経済 的か,と い う ことを 考え るぺ きでは ない で し ょ うカb

も っ と基 本的 には 「人 間 」を ど うつ くってい った らよい の カ㌔ そ の た め に よ り以 上 効果 的 な方

f
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法 はな い のか,と い った認 識 の し方が で きて くれ ば,た だ たん に高 い とか 安い とかい う議 論 は起

らない と思 い ますoで す か らい ま の段 階で 高い とか安 い とか い われ るの は,そ うい った認 識が ま

だで きて いな い か らだ と思 い ます。.(矢 口講 師)

官

.

現状の教 育は ムダが多い

そ れに 関連 しま して,さ きほ ど電 々公社 の例 で お はな しが あ りま したが
,大 学卒 業 者 に3年 間

もの訓練 を しなけ れ ば ダ メ だ とい うところ にす でに 問題 が あ るの では ない で し ょうか。

先生 に高い お金 を は らっ て大学 卒業 者 にお な じよ うな講 義 を なん 度 もや るか わ りに一 ヵ所 に生

徒 を集 めCAエ を使 って集 中 的 に教育 をや った な ら,い ま い った お金 の ムダ は な くな る と します

と,い ま以上 にお 金 を かけ な くて も,い まの範 囲 内で か な り効率 的 な教 育 が可 能 なので は ない で

し ょうかo(岡 本講 師)

か か り ど ころ を 明確 にす る

`

ム

こん に ちCAIと い うのは まだ本 質 的 に理 解 され て い ない よ うで,教 育 の シス テム に組 み入 れ

る場合 で もど う して も っ と効果 的 な もの がで きな いのか
,と い う批判 が あ ります。

大 学教 育 に して もCAエ とい う特 別 な角 度 か らみ た場合 多 くの 問題 が ある と思わ れ ます。

CAIシ ス テ ム を採用 します と カ リキ=ラ ム やそ の他 講義 に よ って はか な り時 間が短 縮 され るで

し ょうoけ れ ども,さ きほ どの お は な しに あ りま した よ うに,ト ー タル ・シス テ ム とい う面で は

まだ 多 くの 問題 を残 してい る わけ です。

私 として はい ま で も大 学 では現 在の よ うな2年 間 の教 養 課程 は あ った方 が よい と思 ってい ますo

そ れがCAIに 置 き換 え られた 場合,そ の 効果 とい う面 では っ き りした 見通 しが た て られ るぺ

きだ と思 い ますo

そ れ か ら企業 内 教 育 の ことで すが,ふ つ うの企業 の 意識 か らす る と教 育 に は金 がか か る
,と い

われ ますが,そ のか か りどこ ろが い ったい どこな のか は っ き り として いな い のが 実状 で は ないで

しtう かo

や は り本 質的 に どうい った と ころで教 育費 のム ダが で て い るのか,と い う地 道 な検討 を積み 上

げ てい か な けれ ば トププは納 得 しない の では ないか と思 い ますb(山 王堂 委 員)
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一 トー タ ル シ ス テ ム を 切 換 え る

い まの大 学生 や 高校 生 は共 同 して 困 難 を の りこえ,な にか を 創造 して い くとい うこ とをほ とん

どや ってい ない。 そ のた め に 企業 に入 って か らそ うい う面 で の教育 や訓練 を す るのに た いへ ん 時

間が か か りますoそ の よ うな こ とか ら,い まの学 校教 育 は 企業 が 求 めて い る教 育 を してい ない の

で はな いか とい う批判が で るわ け ですoし た が っ て,い ま の教 育 の なか にCAエ を と り入れ て は

た して どれ だけ の効 果が あ るか とい.うこと もあ ります が,そ のまえ に教 育 の トー タル ・シス テ ム

を ど う切 り換 え るか,と い うこ とが 提起 されて 初 め てCAエ が定 着 す るの だ とい う考 え方 をす

ぺ きで は な いか と思 い ますo

企業 の ト ププの方 に もおな じ よ うな こ とが い え ますが 基 本 的 には教 育 全 体 の あ り方 とか姿 勢 と

い う ものが,い まだ に切'り換 わ ってい ない,と い うと ころ に問題 が あ る ので は ない か と思 うので

すo(矢 口講 師)

r

米 米CAIの 展 開 と可 能 性 米 米

(ひ らめき・情緒 ・感情 ・モラルの問題)

CAエ への期待は根本的 問題の解決 から

時 間 をヵ・け ない とわか らない こ とで すカ～ プ ログ ラム学 習 をや フた者 の 態度 が ま じめ であ り目

標 を 明確 につ かん でい る こ とか ら察 します とCAエ の効果 は大 きい と思 わ れま すo問 題 はCA工

自体 では な くもっ と別 の とこ ろに ある ので は ない で し よ うかo(岡 本 講師)

創造性訓練
　 　

旧 い カ ラをや ぶ る
|
'

それ につ きま しては 創造 性 訓 練 とい うの が あ りま して,た とえ ば,事 例 研究 とかKJ法 が,電 電

コ 　

公社 で普 及 され つ つ あ ります。 この 創造 性 訓練 は,小 人 数 の集 団 で,徹 底 的 に討 論 を し,旧 い カラ

を破 る方法 です。 この よ うな創 造 性 訓練 は,コ ス トパ フォーマンス の点 で,CAエ よ り有利 な よ うで

す。(山 口講 師)

CAエ に は 限 界 が あ る

創造 性 の開 発 に つ いて は,あ る面 で は効 果が あげ られ るカ～ あ る面 では 絶望 的 だ とい うこ と も
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ある だろ う と思い ますoそ れ が どん な もの で あ るか議 論 す る こ とは むず か しい と思い ます し,私

自身 よ くつか め ませ んo

けれ ど も問 題は 創 造性 の 構 造 タイ プ を変 え る とこ ろに あ る と思 い ますo

企業 内 の訓練 の場 合 は 主 と して技 能 的 な面 に向け られ てい ます か ら,そ うい う面 では 効 果 は ま.

ちがい ない もの ですが,そ うで な い ところ はCA工 で は むず か しい ので は ない か と思 い ますoト

ー タル ・
1シス テ ム を考 え る場 合 そ うい った点 を 明確 に して い ただ きたい と思 い ます。

(江 村 委員)

可能性はじゅ うぶん

創造 性 を養 う とい うこ とに つい てCAIで は そ うい うこ とは で きない と決 め て しま うのは 非 常

に危 険 だ と思 い ますo

概 念 を破 る とい うことはOA工 で一 対 一 で で きるわ けで すか らデ ィス カ ッシ 。ンの場 合 に も一

対 一 で や るの で あれば,よ り効果 的 で あ る とい うこ とも考 え られ るわ げ です。

も うひ とつ大 事 な こ とは いつ もデ ータ を提 示 してそ れ に対す る人 間 の ものの 見方 を出 して,そ

こで フ ィー ドバ ックす る とい うこ とはcA工 で は可 能で ある とい うこ とですo

い ま の教 育 で は 事実 を出す とい うこ とが あ りません か ら知 識 を あた え る こ とは で きて もそれ 以

上 の こ とはで きな い,と い う欠点 が あ りAすo

事 実 を出 して 考 え方 を訓 練 す る,と い う面 で はCAエ は強 い のだ と考え た い ので す○

い わ ゆ る発 明 とい うもの も,そ れ が 事 実 を こ まか く分析 し,さ らにそ れ を集 積 して新 しい もの

を生 み出 す,と い うこ とで あ る と思 わ れ ま すの で,そ れ はOA工 で は可 能 で あ るo

です か ら,そ うい う点で もCAエ は 無限 の可 能性 を も って い る と思わ れ るので すo

(矢 口講 師)

'
S

プ ログ ラム学 習 へ の期 待

A
ブPグ ラム学 習 で は まだ創 造 性 を養 う とい うとこ ろまで い って い ない で し ょ うが

,そ のへ ん の

可 能 性 見通 しにつ いて は(野 田 委員 長)

創 造 性,モ ラル は高 め られ る

OA工 で創造 性 を開発 す る こ とはで き ますoそ の プログ ラム も理 論 的に はい ます ぐに で もつ く
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る こ とは で きますo

訓練 につ い てそれ が たん に知 識,技 能 の 習得で 創造 や モ ラル を 高 める こ とは期 待 で きない とい

う見方 が あ ります が,わ れ わ れ は これ とは ま った く違 った 見方 を してお・ります 。

電 電公 社 で は ある ひ とつ の訓練 を うけ て エ キスポ ー トに な った ひ とは職 場 へ 戻 る と,実 力 が認

め ら れ れ ば,そ れ ぞ れ ど こか の 長 と い った地 位 に昇 進 して い きますoで すか ら自分 で勉

強 し,こ れ を 修 め る とい うこ とは 自分 の能 力 が社 内 で どん どん 認 め られ て い くとい うこ とで すo

そ うい うわ けで す か ら,た ん なる知 識 や技 能 で あ って も本 人 に は じ ゅ うぶん 創 造性 や モラル を

高 め る こ とが で きるわ け で あ ります○(山 口講 師)

θ

技法 の組 み合わせが問題

そ の ように考 え ます と,い ま の教育 の も ってい る問 題 とお な じこ とに な りますo

い ま,のCAエ は ある とこ ろの あ る範 囲の処 置 だけ しか で きな い こ と にな って コ ンピ ュータが で

きな い か ら先生 を 呼 び な さい とい って降 参 して しま うこ とに な りか ね ませ ん。 そ こで 創幽1練

の た め の技法 を どの よ うに 組 み合 わ せ てい くか とい うこ とを 明 らか に す る必要 が あ りますb

教育 には,講 義 かCA工 しか な い と思い込 ん で い る方 が お られ る よ うです が ・教 育技 法 はほ か

に 多数 あ って,そ れ らを 旨 く組 み合 わ せ るべ きです。(山 口講師)

欠陥のある現在 の教 育

こ うい うこ とは いつ も話題 に のぼ るの です が 引 っぱ り出 され た教 育℃ はた して創造 性 が養 える

で し ょ うかo

創 造性 が 養 え る よ うな方 法 な りプ ログ ラム な りが ある の な らそ れ を機 械 です ることはそれほ ど困

難 な こ とで は あ りませ んo

しか し,そ れ が で きない とい うこ とは 逆 にい え ばい ま の教 師の や ってい る教 育 が 創造性 を養 え

る よ うな教 育 で は な い,と い うこ とに な る と思 い ますo

知 識 を 伝達 し,そ れ を定 着 させ る とい うの で あれ ば そ れ ほ ど時間 をか け ないで もCAエ に よる

教 育 は 現 在 の時 点 で あ る程 度 可能 性 は あ る と思 われ ます。(江 村 委員)

▲

.

さ

　 　 　 　

い わ ゆる ひ らめ きに つい て

OAエ の可能性をいまの時点で考えるか将来の時点で考えるかによって議論がわかれることと
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思い ますoい わ ゆる 「ひ らめ き 」に つい て もい まの 時点で 考 え る な らば 子供 が 自然 の ものを みて

「ひ らめ く 」度 合 の 方 がCAエ か ら受 け る よ りは るかに 高 い。 そ れ はCAエ の コ ン ピ ュータがそ

れ だけ の情報 を与 え て くれ てい ないか らで,将 来 は子供 が ひ らめ くよ うな情 報 を コ ン ピ ュー タが

与 え る とこ ろ まで発 展 す る で し ょうo(野 田委 員長)

6

現実 をふ まえて

私 の方 は現 実 に 日本 の教 育 を行 な って いる先 生方 の立場 か ら見 てい ますoで す か ら可能 性が な

いというので は な く,現 実 の問題 と して お金 の ことや,そ れ以 前 に や らねば な らな い基 礎的 な こ と

がらう多 くある とい うこと を現 状 に た って 申 しあげ て いる わけ ですo

そ れ を考 え ます と現実 に80万 人 もの 先生 方が お られ る とい う事 実 に対 して,ど うす れば もっ

とも効果 的 な教 育 が で きるの か,そ れ に対 しCAエ は どの よ うな 効用 と役 割 を も って い るの か,

とい うよ うな こ とを理解 して も らえ る方向 に導 くこ とが 必要 なの で は ない で し ょうかo

(岡 本 講師)

一米 米CAIと プ ロ グ ラム 来*

・「ピ

.

学 習 プ ロ グ ラ マ の 適 性 と タ イ プ

CAエ の 学習 プ ログ ラム を書 く人 の適 正 の問 題 です が,こ れ を書 くの に適 した 人 はふ つ うの 教科

　 　

書 を書 くのが 巧 い人 とお な じ こ とで し ょうけ れ ど,た ん に もの を よ く知 って い る人 で は な くて,さ

らに もっとほ か の要 素 を もった入 で なけ れ ば いけ な い と思 い ますが どの よ うな タィブ の人 が適 して

い る で し ょうか(野 田委 員長)

▲

わ れ われ の経験 だけ で い い ます と,教 育 プ ログ ラム を作 成 す る場 合,三 つ の タィ ブが 必要 です6

1)教 え る内容 につ いて よ く知 って い る ひ と。

2)プ ログ ラム学 習 に つ いて よ く知 ってい るひ と。

3)そ の教 科 の 内 容 に つい て ま った く勉 強 した こ との ない こ とo

この三 つ のn倍 の ひ と を うま く組 み合 わ せ てい け ば よい と思 い ますoで す か ら一 人 だけ でつ くる
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の では な くて グル ー プの プ ロジ ェク トと してす す めて い くべ きだ と考 え ますo

な お,こ のグル ープ に知能 指数 の低 い ひ とが入 って い る と非 常に 具合 いが わ るい の で す6

私の経 験 か らい い ます と乳 頭 が悪 くてそれ を丸 暗記 で カバ ー してい る先 生 は,生 徒 の 立場 を 考

える余地 が な く強 引 に 自分 の 主張 を通 して しまい,と ん で もない プ ログ ラムが で き あが って しま

って,ま こ とに始 末が わ る い ので すb

や は り頭 の よい ひ と,論 理 に強 い ひ と,ベ ス トセ ラーが つ くれ る ひ とで な けれ ば いけ ませ ん。

っ ま りい ま生徒 は どん な気持 で い るの だろ うか,ら くな気持 で や ってい る の だ ろ うか,そ れ とも

つ らい のだ ろ うか,と い った相 手 の 気持 の 動 きを察す る ことの で きる ひ とが そ れ を盛 り込 ん で プ

ログ ラム をつ くる こ とが必 要 な ので す。 そ うで ない と シス テム そ の もの に人 間性 の疎外 を きたす

お それ が あ りますo

です か ら知能,感 情 の両 方 の 面 です ぐれ た ひ とが望 ま しい わけ で
,だ れ で も よい とい うわけ に

は いか な い よ うで すo

なお年 令 に つ い ては あ ま り関係 が ない よ うに思 い ますo(山 口講 師)

プ ロ グ ラム ステ ップ の問 題 点

プ ログ ラム ステ ップに つ い て,そ の 長 さ は どの程度 の ものが い いか とい った 問題 に つ いては い

か が で し ょうか … …(野 田委 員 長)

〆

オー バ ー ラ ップの手 法 を入 れ る

CA工 の シス テム につ い てか ん たん なテ ス トを した結果 で は生徒 の 評判 は よい よ うで すoデ ー

タの記録 の なか に も学 習 しに くい とい う問題 は 入 って きませ ん。

プ ログ ラ ミングの過 程 で うま くプ ログ ラムが書 け てい な い場 合 に はデ ー タが おか し くなって し

まい調 べ てみ ると ソ ー トがむ か しい,ス テ ップが あ らす ぎる,あ るい は こ まかす ぎる とい う問題 ・

がで て くるわ けで すo

しかV,ス テ ップが あ らす ぎる か らとか,こ ま かす ぎるか ら ど うだ とい うの は ち ょっ と早計 の

よ うですo

ふ つ う リニア プ ログ ラムです と,非 常 に小 さ な ステ ップで道 筋 を追 って います ので,見 通 しが

きか な くな って個 々の こ とは わ か るけ れ ど も,最 後 にな って な に をや った のか わ か らな くな って

しま う,と い うこ とが あ りますo

そ うい うと きには プ ログ ラム の ところ ど こ ろに オ ーバ ー ラ ップの よ うな も の を 入 れ て
,き

一524一

・
、
否

.

(
・



よ うは こ うい うものをや るん だ とい う目的 を,な ん ど も繰 り返 して は っ き りさせ る とい う方法 を

とれ ば よい ので は ないか と思 い ますoわ れ われ の と ころ で はそ の よ うに あ らいス テ ップ も組 み入

れ てや ってteり ますo(吉 本 講 師)

4
ア セ ン ブ ラの 開発

一 般 に 公立 学校 に流 して いる プ ログ ラム開 発 の 経緯 を考 えて みま す と
,プ ロ グ ラマ は まず教 科

の 内容 がわ か り,学 習指 導の 方法 に関 して あ る程 度 の経験,と くに生徒 の心 理 状 態が つ か めるか

ど うか,と い う こ とが 重要 ですo

も うひ とつ は コ ン ピュ ータに対 す る基 礎 的 な知 識 が要求 され る こ とです。 そ れ が よ く身 につ い

て いな い とほ ん と うの プ ログ ラム がで きませ んo

そ こで ア セ ンブ ラをつ くったの で すoこ れ はCA工 の言 語COBOL,FORTRAN'と い ったむ

ず か しい もの で は な く,一 般 の先生 方 に もわ か る かん たん な もの ですo

現 在 日本 で もい くっか のCAI言 語 が開 発 され つ つあ ります が,そ れ もだれ もが使 え る適 用範

囲 の広 い もので なけれ ば な らない と思 い ます。(吉 本 講 師)

個性 的な要 素を加える

,

亀
》

CAIで 教 育 を行 な う場合,機 械 に向 く生徒 と向 か ない 生徒 とふ た通 りある よ うに思 わ れ ます

が,こ れ は も っ と よ く考え なけれ ば な らな い 問題 で しょ うo

C.Aエ は 個 々 の人 間 の能 力 に合 わせ てい る とい うけ れ ど も,個 々の 人間 はそ れ ぞ れ個 性 を もっ

て い ます か ら,た とえば 自分に は 英語 の方 が 向い て い る とい うよ うな場 合 にそれ に ど う対 処 して

い った ら よい か,と い うこ とが重 要 な問 題 にな る と思 い ますo

けれ どもCA工 を進 めて いけ ば この問題 も うま くコ ン トロールで きるの で は な いか と思 い ますo

(山 王 堂 委員)

♪
外向性 は不向 き?

機械 に 向 く,向 か ない とい うのは 現在 の シス テ ム を前提 に しての ことですo外 向 性 の生 徒 が 向

か ない とい うの は,い まの シス テム で は 自分 の 意 想 を示す のはせ いぜ い ボ タン を押 す こ とぐ らい

で 機 械 に対 して思想 を発 表 す る こ とが で きない。 よ しん ば発表 で きた と して もなん ら評価 され な

いoま た大 勢 の なか で うま くや った と責め て も も らえ な いo
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こ う した こ とか ら外向 性 の生 徒 は,は げ み をな くし機械 で の学 習 を いやが るの です。

(吉 本講 師)

賞 め こ とば を入 れ る

プログ ラムを つ くる うえ で注 意す る こ とは ある問 題 を 示 して正 し く答 え た ら必ず 賞 め こ とば を

入 れ て やる こ とで すoわ れ われ の とこ ろの プ ログ ラムで はCOBOLやFORTRANの な かでiek"

い に責 め こ とば を入 れて い ます。

こ うす るだ け の ことで も大 の男 た ちが感 激 してい ますo面 と向 って 「君 は秀 才 だ 」など といわ

れ る とお 世辞 をい って い るの だ と思 って 信用 され ませ ん が ライ ン ・プ リン タで 「アナ タ ワ ス

グ レタ サ イ ノ ウ ノ モ チヌ シデス 」と打 ちだ された もの を見 る となん の抵 抗 もな く素直 に 受

げいれ る 気 にな り得意 に さえ な りますoで す か らCAエ で は ど し ど し責 めてや って よいので すo

それ をせ ず にい く ら論 理 的 に ゃ って も満 足感 は得 られ ませ んoそ れ は プ ログ ラムで学 習老 の 感 情

を 配慮 して い な いか らだ と思 い ます。(矢 口講 師)

舷
瀕

、

有 用 な プ ロ グ ラムの 要 素

た しか にそ の とお りで,わ れわ れ の ところで も実 際 に賞 め こ とば を入れ て い ますoそ の よ うに

して学 習 意欲 を盛 り上 げ てい くので なけ れ ば有 用 な プ ログ ラム に は な らない わ けで あ ります。

ふっ う,教 師は 意 識的 にで は ない にせ よ,こ の よ うな こ と をや って い るわ けで す か ら,CAI

に お いて もそ の ような観 念 は入 れ るべ きだ と思 い ま す。(山 口講 師)

人間 サ イ ドの問題 を検討 する

わ れ わ れ の ところ では そ の反 対 で あ りま して3回 お な じと ころ で ま ちが うと 「5ベ ン マ ワ ッ

テ ワン ト イ イナ サ イ 」 とい うの です が,こ れ も また効果 が あ りま すo

子供 連 も 「あ っ,ま た ま ちが って しま った!」 とい って喜 こん で い るので す。 で す か らい ろ い

ろ な ことが で きるわ げ ですo機 械 で の学 習で も,つ め た く,味 もそ っけ もない もので は ないの だ

とい うこ と を考 え させ る こ とで す。

です か ら私は 機 械 の 問題 を云 々す る以 前 に人 間 の 問題 が よ り重 要 で あ る と思 い ます。

またCAIの 範 囲 も も.っと拡 げ て行 か なけ れ ば な らな い と思 い ます。 たん に機 器 を使 って の教

育 とい う よ うな小 さな 問題 で は な い と思 い ますo(矢 口講 師)

・◎

s

へ
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,

u

`嚇,

プ ログ ラムに感 情 の 移 入 は で きる

非 常に よ くっ くられ 活用 され た プ ログ ラムで勉 強 します と,エ ・そ らく精 神 的 な面 で 愛情 を強 く

感 じるの で は な6か と思 い ますo

ま ちが った ら親 切 に 「こ うで は ない です か 」,で きた ら 「よ くで きま した 」とい って や れ た

だ け で,必 ず,感 情 を ゆす ぶ られ るで し よ う。,

私ρ 経験 で いい ます と,こ のテ キス トで勉 強 した 人か ら 「あな たが あの テ キス トをつ くった 人

で す か 」と!わ れ た とたん10年 の昔 か らの知 り合 吟の よ うな感 じに な って しま うの です。 単独

型の)・ ログ ラム テ キス トです ら,感 情 の 移 入は で きる ので すか ら,ま して絢欄 豪華 なCA工 の プ

ログ ラムな ら大 い にほ れ こまれ て しま うだ ろ う と思 い ます。 ど うして人間 疎外 な ど とい 灸の か私

には 全 くわか りませ んo(山 口講師)

未 来CAIに よる教育 システ ムの確立 を目指 して 来 来

高 まっ て きた現場の関心

私 の 方へ は県 内 あるい は他 県 か ら現 職 の教 員 が,い わ ゆ る内地 留学 とい うこ とで 何 人 か まい り

ま して 集団 用 の 自動教 育 の指導 を受 け て い ます。 これ にはか ん たん なマ シ ン ・ラ ンゲ ー ジもふ く

'
まれ て い ま して,だ いた い5ヵ 月で完 全 に マス タ してい ます。 た だ し,こ うい う人 達 は 教員 の な

か で も'よい ほ うの 入で は な いか と思 い ます○ いずれ にせ よ,一 般 の教 員 を内地 留学 とい うこ とで

や ります と,だ い た い3ヵ 月で 現在 の機 械 化の レベ ルに対 応 で きるだ け の能 力 を もたせ るこ とが

可 能 で すoで す か ら教 師の側 の レベ ル ア ップ もそ れ ほ ど悲観 した もの では な い と思 い ますbそ れ

か ら計 算機 自体 が どん どん 使 い易 くな って お りますか ら今後 に大 い に希 望 が もて る面 も あ ります。

最 近 の ム ー ドと して は,た とえ ば新 居浜 市 の中学 校10校 が 一挙 に機 械 を導 入 し,・われわ れ の

ところ と手 をつ ない でや ってい こ う と して い ます。 そ れ だ け教育行 政 の立場 にあ る方 や 現場 の 先

生 方 が 関心 を も って い る とい うこ とで あ りま し て見 のがせ ない こ とですo

こうい う こと をみ て き ます と,教 育 の世 界 に コ ン ピュ ー タが 入 っ て くる,と い って も,そ れ ほ

ど強 い ア レル ギ ー反応 は お こさな い と考え ます。(吉 本 講師)
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教 師 と メ ー カ の タ イ ア ッ プ

CAエ に よる教 育 の シス テムが 生 徒 に 適合 して い るか,あ るい は機 械 の性 能か らい って どの よ

うな教 科 が 適 してい るか実 証 的 に明 らかに し,そ の うえで プ ログ ラム学 習 を どの よ うにすす めて

い った ら よい の か とい うこと を検 討 してみ る必要 が あ るので は ない で し ょ うカb

メ ー カに して もあ らゆる教科 が使 え る よいテ ィー チ ング マ シ ンをつ くるに は ど うした らよい か

で 頭 を悩 ませ てい ます。 こ うい った ことは 私 達 もや って い ます が やは り先生 と一緒 に な って研 究

して い か ねば な らない と思 い ます。(平 野 委 員)

共同研究 で効率的 な展 開

文 部省 と しま して 吟 これ まで 出 ま した い ろ いろ な 問題 に つ い て,そ れ らをふ まえ なが ら全国

の い ろ.いう な方 が や って お ります もの を こ こで と りま とめ,比 較 研 究 してみ る必要 が あ りますo

生 徒 の側 の 問題 教 科 の問 題 を お りまぜ て研 究 して い くこ とが大 切 で,効 果 が 出 るまで に時 間 が

か か ります。 と りあえず現 在 の 機 器 を授業 で使 って い き,か ん たん な ものか ら成 果 を積 み上 げ て

ゆ くのが よい と思 い ますo実 際 に そ うい うこ と もや って い るので す が実 験 で す と条 件 が 統一 で き

ず,い ろい ろ と複雑 な 問題 も あつて 困難 な面 が 多 い よ うです。 そ こで なん とか む だ の ない共 同 研

究 の体 制 をつ くろ う とい うこ とで,こ の4月 か ら,こ れ らの研究 の連絡 会議 を発 足 させ て ゆ きた

い と考 えて い るわ け ですo(岡 本 講師)

ま だ,い ろい ろ とお 話 し合い い た だ きた い ことが 残 って お ります が ,大 分 時間 も超過 いた しまt

した の で,こ れ で閉会 させ てい た だ きます。 ご多用 中 を ご 出席 くだ さ り,CAエ の 明 るい見 通 し

を皆 様 方お の おの の お立場 か ら,お 話 しい た だ きま して ど う もあ りが と うござい ま した。

(野 田委 員長)
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